
























 In Japanese folk tales, there appears a variety of “non-human beings”. They include 
“Tengu”, “Kappa”, “Orochi” and “Oni”. Above all, “Oni,” as has been told, means fear. 
While some stories of “Oni” are told in several areas, some other stories are told in specific 
areas. In order to utilize such folk tales in education, “Yomigatari” has been re-edited. 
Although in most cases, stories of “Yomigatari” are categorized subject to a basis, in some 
cases same stories are categorized differently. It is considered that as the educational 
contents purposed to tell children are different, the categories are also different. “Oni” has 
been told as “beings to be avoided” or “beings to be wiped out” for a long time. But in 
reaction to globalization in recent years, the messages expressed through “Oni” have been 
changed to “Let’s accept diversity” and/or “Let’s think of opponent’s situation”. In the 
future, “Oni’s” role will keep changing as long as it exists. 
“Oni” in the story of “Yomigatari”










































































































































































































































数を示したものが，図 6 である。 
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「読みがたり」に登場する“鬼” 
23－　　－
容：夜のうちに田植えを手伝う鬼が，朝人間に見つかり慌てて岩に顔をぶつけて青アザを作り青
鬼になった。）は，“鬼”側に心を寄せた唯一の話であった。ここから，新潟県では節分には「鬼
は内」というようになったという。共存とまではいかなくても，“鬼”への感謝の気持ちが表れた
貴重な話である。北陸の厳しい自然の中で，貧苦や飢饉など苦労や哀しみの絶えなかったであろ
う農民は，“鬼”の生きていく苦労や報われない悲しみが我がことのように理解できたのではない
であろうか。ここでは，相手の立場に思いを寄せる優しさが伝わってくる。“鬼”は，様々に子ど
もに語りかけていると言えよう。
３．まとめ
　 「読みがたり」の中の“鬼”の話に込められた子どもへの願いや期待は，昔では当然のことで
あったであろう。そのための怖い話であり，滑稽な話である。子どもは，素直に恐れたり，ワク
ワクと心を躍らせたり，笑い転げたりして昔話を楽しむ。楽しむことで，教育効果は高まるので
ある。
　しかし，鬼が笑う話はなぜか切ない読後感を持つ。周囲の人に受け入れられずに，四面楚歌の
中で生きることを余儀なくされる“鬼”の存在を浮き立たせる。“鬼”の笑いは，幸せに繋がって
いかない。笑いは瞬時の滑稽さであったり，つかの間のごまかしであったりする。“鬼”が自らの
強い力を活かして人間社会に貢献することで，何とか自分の居場所を認めてもらおうとするが，
常に鶏の鳴き声などで騙されて約束はほごにされる。そうした“鬼”の哀しみに目を向けること
は，長い期間されることはなかった。しかし，近年ではグローバル社会となり，互いの違いを認
め合って，相手の立場で考えることのできる子どもの育成が望まれるようになった。子どもに伝
えたい内容が変化したことで，近年では「泣いた赤おに」57）「おにたのぼうし」58）のように“鬼”
に思いを寄せた創作童話が出版されるようになった。
　今後も，“鬼”はお話の世界に生き続けることと思われる。そして，“鬼”を通じて子どもに伝
える事柄も，時と共に変化し続けるであろう。それにつれて，“鬼”の表現のされ方も，時と共に
変化し続けることになる。変化とは，命あるものにとって必然のことであるからである。
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